
随時紹介する。 ねばり強く問題解決に向けて取り組む。

キーワード

保育問題　問題解決　保育士

0

授業外学習 テキスト、教材

常に文献資料の収集を行うとともに、関連図書を読む。 なし

参考書 受講生へのメッセージ

課題設定から問題解決に向けて取り組むことができた
か。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

0 30 70 0

第14回 各自の役割についてプレゼンテーションを行う。

第15回 FALSE

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

第12回 分析結果から、保育士としての役割について討議する。

第13回 テーマにまとめ冊子を作成する。

第8回 　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

第9回 問題を解決する方法をさぐる

第10回 客観的なデータに基づいて分析を試み、考察を行う。①

第5回 課題設定について文献資料を収集する

第6回 テーマを決める。

第7回 習得した知識に基づいて、テーマについてディスカッションをとおして分析を行う①

第2回 身近な保育問題について討議する①

第3回 　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　②

第4回 身近な保育問題の中から課題を認識をし、討議する中で課題設定をする。

授業概要

保育にかかわる課題について分析、考察、検討を行うとともに、その課題について、児童や保護者を援助するための技術や
方法について修学する。さらに、問題を発見し、その問題を解決する過程や解決内容について再検討する手法を取得する。

到達目標

・保育に関する科目横断的な学習を習得する。

・保育に関する現代的課題について現状分析、考察、検討を行う。

・問題解決のための対応、判断方法等について学びを深める。授業計画

第1回 オリエンテーション

授業形態 授業形式 演習 履修形態

担当教員名 石川　正一・国広　勝代 年度 平成28年度

基準年次 4年次 開講期 前期 単位数 2

至誠館大学

科目名 保育実践演習　 コード 1349

英語表記


